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平成３０年度放課後子ども教室に向けて 

 

１ 放課後子ども教室周知方法について 

 ⑴ 従来の周知方法 

   例年、各小学校の入学説明会時に、放課後子ども教室の案内のチラシを

配布していた。 

   しかし、チラシの内容は基本的なことの記載のみであるため、事業の内

容がわかりにくく、保護者（特に、新一年生）には不親切ではないかとい

う意見があった（西小コーディネーター及び指導員より）。 

 ⑵ 改善点 

   入学説明会で配布するチラシに、各放課後子ども教室毎の日々の様子が

わかるチラシを添付した（資料２－１）。 

 ⑶ 結果について 

   各校とも申込み数が増加した。詳細は以下のとおり。 

 平成２９年度 

当初申込み数 

平成３０年度 

当初申込み数 
増加人数 

西小学校 ７３ １０５ ３２ 

南小学校 １３２ １５１ １９ 

東小学校 ６４ ９４ ３０ 

   周知に効果が認められたため、来年度以降も実施する。 

 

２ 登録児童・保護者へのアンケートについて 

 ⑴ 目的 

放課後子ども教室に登録している児童及び保護者の満足度や課題を知り、

今後の事業運営の参考とするためにアンケートを実施した。 

 ⑵ 結果について 

   資料２－２のとおり 

資料２ 



資料２－１





５ 体験プログラム（４０～５０分）について   ※平成２９年度に実施したもの             

   外部講師によるもの 

絵手紙教室 

月１回 

キッズダンス 

アロマテラピー（アロマ体験） 

つまみ細工（つまみ細工の体験） 

絵画教室 

読み聞かせ 

こま教室（こまを回して遊ぶ体験） 

将棋教室 月２回 

おもしろ科学教室 
３か月に１回程度 

伝承玩具（玩具作り） 

お抹茶体験（お抹茶の体験教室） 年２回程度 

防災教室（あいち防災リーダー会による防災教室） 
年１回 

人形劇（愛知県立大学の学生による人形劇鑑賞） 

 

  放課後子ども教室指導員等によるもの 

指導員が考えた体験教室 週に１回程度 

 

   放課後子ども教室の子どもたちが考えた体験 

子どもたちの発想を取り入れ実施する体験 週に１回程度 

 

６ 放課後子ども教室コーディネーターより                                   

放課後子ども教室という存在は、学校の施設を活用して子どもたちの居場所を確保し、異学年集団

で楽しい時間を作り出します。指導員たちは、子どもたちが安心して活動し、創造する力を育む手助け

をしています。 

放課後子ども教室の流れ 

  ・まずは【こんにちは】帽子、水筒を籠に入れる。 

  ・参加票を提出、ランドセルをロッカーに入れる。 

  ・整列して今日の予定を確認する。 

  ・体験活動・学習タイム、自由タイム（後片付け） 

  ・帰りも笑顔で【さようなら】 

育てたい子どもの姿   

あいさつをしっかりし、時間を守り、話は静かに聞く。自分が使ったものは自分で責任を持って片付

ける。そして、人を傷つけることは言わないという放課後子ども教室の約束事を守れる子を育てま

す。 

 

様々な特技を持った講師の方や指導員のもとでいろいろな体験をし、豊かな人間性を育んでい

ます。興味を持たれた方はぜひ御応募ください。  

 

 

 

１ はじめに                                       

  平成２９年度は、６６名の児童が放課後子ども教室に登録し、参加したい日を決めて参加して

います。様々な「体験プログラム」と呼ばれる体験活動を取り入れています。また、毎日学習の

時間を確保し、自ら進んで学習する姿勢を身につけています。 

 

２ 放課後子ども教室の過ごしかた                             

 
 

３ 放課後子ども教室の約束事                               

 (1) あいさつをしっかりする・・・〈礼儀正しく〉 

 (2) 時間を守る・・・〈規律ある生活〉 

 (3) 話は静かに聞く・・・〈学習する習慣〉 

 (4) 使ったものは片付ける・・・〈責任ある行動〉 

 (5) 人を傷つけることは言わない・・・〈思いやりの心〉 

 

 

 　通常日課（下校後参加する場合）

 　体験プログラム日

 　長期休業日（夏休み等）
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南小学校放課後子ども教室について 



４ 活動の様子                                      

 

≪外部講師による体験活動≫ 

 

   
 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

【人形劇】 
愛知県立大学人形劇サークルの

学生が劇を行ってくれます。 

【伝承玩具】 
伝統的なおもちゃをみんなで作

ります。 

【キッズダンス】 
いろいろなストレッチやダンス

を教えてくれます。 

【こま教室】 
伝統的な遊びのひとつであるこ

ま回しを体験します。 

【将棋教室】 
本将棋のこまの動かし方を学び、

将棋大会もします。 

【おもしろ科学教室】 
不思議な科学の世界を体験しま

す。 

【アロマテラピー】 
香りを楽しめるキットで、いろい

ろな作品を作ります。 

【つまみ細工】 
伝統工芸のひとつであるつまみ

細工を体験します。 

【読み聞かせ】 
心のこもった朗読を聞きます。 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

≪指導員による体験活動≫ 

 

   

 

 

【絵手紙教室】 
季節感のあるモチーフを観察し

ながら絵手紙を描きます。 

【絵画教室】 
絵の描き方の基礎を学びます。 

【キッズ防災】 
防災の知識を子どもでもわかり

やすく学びます。 

【抹茶教室】 
抹茶を通して、おもてなしの作法をお茶の先生から学びます。 

【手芸教室】 
かわいい小物をみんなで作ります。 

【工作教室】 
身近な材料を使ってみんなで工

作をします。 







放課後子ども教室アンケートの主な結果について 
 
１ 回答数について 

学校名 送付家庭数 回答 回答率 
西小学校 74 45 61％ 
南小学校 51 41 80％ 
東小学校 50 39 78％ 
合計 175 125 71％ 

 
２ アンケート結果について 

（１）利用目的について 
・本来の趣旨である「子どもに様々な体験をさせる」が３校とも最も多かった。（77％） 
・次に多かったのが「保護者が就労しており、子どもの預け先として利用するため」

であり、就労家庭の預かりの役割も担っていることが明らかとなった。（58％） 
（２）利用頻度について 

  ・月に８回以上若しくは４回から７回（週に１回程度）という回答が多く、概ね半数

程度が定期的に利用している。 
  ・また、東小学校の出席率が月８回以上の利用が全体の 56％、月に４～７回の利用も

合わせれば 78％と、他の教室に比べて特に高いことがわかった。 
（３）利用しない理由 

  ・「習い事や他の用事があるから」が３校とも最も多かった。（73％） 
・南小の特徴として、「保護者の仕事が休みなど、預ける理由がないから」の回答が多

く（39％）、本問においても、就労家庭の預かりを担っていることがわかる。 
（４）プログラムについて 

  ・「体を動かすもの」や「工作などの物作りのプログラム」、「クイズやパズル等」の要

望が高く、学習についての要望は、保護者・児童ともに低かった。 
（５）長期休暇中の利用について 

  ・長期休暇中に参加したことがない割合は、西小と南小がそれぞれ 4 割、東小が 6 割。 
・利用しない理由は、３校とも「開室の時間が生活に合わないから」が最も多く(34％)、

次に「送ることができないから」が多かった。(23％) 
３ 課題の把握について 

（１）利用目的から 

  ・本事業の本来の目的である体験の場としてのニーズが高い一方、就労家庭の預かり

の場としての利用も多く、放課後の居場所に関する類似事業とともに、中長期的な

視点で事業形態の再検討が必要と考える。 
（２）長期休暇中の利用実態から 

  ・長期休暇中の利用について、参加経験、参加意向ともに高いとは言えないが、保護

者が「送る」ことが困難な生活実態が見受けられることから、弾力的な運用につい

て検討する必要がある。 

資料２－２ 



放課後子ども教室保護者アンケート

（比率は回答÷今回の回答者数で算出）

問１．放課後子ども教室の利用目的について、当てはまる項目すべての番号に○をつけてください。
回答項目 西小 南小 東小 総計
　１．お子様に様々な体験をさせるため 67% 83% 82% 77%
　２．お子様が参加したいと言ったため 44% 37% 51% 44%
　３．お子様の友人がいるため 24% 50% 46% 25%
　４．保護者が就労しており、お子様の預け先として利用するため 47% 66% 62% 58%
　５．保護者は就労していないが、お子様の預け先として利用するため 18% 10% 36% 21%
　６．その他 11% 7% 13% 10%

問２．月に何日程度利用しますか。当てはまる項目の番号に○をつけてください。
回答項目 西小 南小 東小 総計
　１．月に８回以上（週に２回以上） 36% 49% 72% 51%
　２．月に４回から７回（週に１回程度） 36% 37% 28% 34%
　３．月に１回から３回 27% 20% 15% 21%
　４．利用したことがない 2% 0% 0% 1%

問３．利用しない場合、その理由として当てはまる項目すべての番号に○をつけてください。
回答項目 西小 南小 東小 総計
　１．保護者の仕事が休みなど、預ける理由がないから 18% 39% 18% 25%
　２．迎えの時間に合わないから 11% 20% 26% 18%
　３．習い事や他の用事があるから 67% 71% 82% 73%
　４．児童館など、他の施設で過ごしているから 9% 2% 5% 6%
　５．その日のプログラムに、お子様が関心を持っていないから 38% 41% 15% 32%
　６．その他 9% 5% 10% 8%

問４．どんなプログラムがあったらよいと思いますか？
当てはまる項目すべての番号に○をつけてください。
回答項目 西小 南小 東小 総計
　１．体を動かすもの（校庭や体育館でドッジボール、サッカーなど） 82% 80% 95% 86%
　２．学校での勉強に役立つもの（宿題、国語や算数のプリントなど） 40% 44% 44% 42%
　３．工作など、物作り 87% 83% 97% 89%
　４．クイズやパズルなど、頭を使うもの 58% 80% 82% 73%
　５．その他 11% 10% 18% 13%

 問５．長期休業中（夏休みなど）に放課後子ども教室に参加したことはありますか？
回答項目 西小 南小 東小 総計
　１．はい 60% 59% 46% 55%
　２．いいえ 40% 39% 67% 48%

　　　いいえの方は、その理由として当てはまる項目すべての番号に○をつけてください。
回答項目 西小 南小 東小 総計
　　⑴　夏休み中は保護者の仕事が休みなど、預ける理由がないから 7% 7% 10% 8%
　　⑵　児童館昼食利用など、他の事業で足りているから 2% 5% 5% 4%
　　⑶　開室の時間帯が生活に合わないから 29% 32% 44% 34%
　　⑷　送ることができないから 20% 17% 33% 23%
　　⑸　迎えに行くことができないから 2% 7% 8% 6%
　　⑹　その他 2% 7% 28% 12%



放課後子ども教室児童アンケート

（比率は回答÷今回の回答者数で算出）

学年 西小 南小 東小 総計
1年生 28% 34% 40% 34%
2年生 45% 36% 32% 37%
3年生 23% 14% 16% 18%
4年生 2% 14% 10% 9%
5年生 2% 2% 0% 1%
6年生 0% 0% 2% 1%

問１．参加して、楽しいことはなんですか？
回答項目 西小 南小 東小 総計
　１　体験プログラム（体験活動・体験タイム・チャレンジ） 87% 90% 82% 86%
　２　お友達とすごすこと 72% 90% 82% 82%
　３　先生とすごすこと 34% 46% 42% 41%
　４　一人ですごすこと 17% 10% 16% 14%
　５　その他 13% 6% 8% 9%

問２．どんなプログラムがあったらうれしいですか？
回答項目 西小 南小 東小 総計
　１　体を動かす（校庭でサッカー、ドッジボールなど） 57% 72% 60% 63%
　２　勉強（国語、算数など） 26% 24% 24% 24%
　３　工作など、ものをつくる 64% 76% 74% 71%
　４　クイズやパズルなど 70% 64% 64% 66%
　５　その他 19% 2% 8% 10%

問３．夏休みなどの長いお休みのときの放課後子ども教室の参加について、
　　　 自分の気持ちとしてはどちらですか？
回答項目 西小 南小 東小 総計
　１　参加したいと思っている 70% 74% 56% 67%
　２　参加したいと思わない 23% 22% 44% 30%


